




Foods and Meals in Niigata Prefecture (XV) 
"Iwafune Taisai" (Festival at the Iwafune Shrine) and its Festival Dishes 
Utako Shibya, Nobuo Honma, Emiko Sato, Kazuo Ishihara
　　　　　　　　　　　　　　　　　A　緒　　　　　言
　　　　　コ　石船神社　は村上市岩船の港が眼下に見下される小高い丘にあり，船の安全と港の繁栄を見守るよ
うに建っている。この神社のお祭りは写真1，2に示すように毎年10月18日の宵祭りに始まり，19日
が本祭りである。かねてより岩船大祭は漁港としての船霊祭であり，その神事が本来の姿をそのまま
に受けついでいるという評判が高く，また祭りのための特別食も伝統的なものが残されているという
ことを耳にしていたので，祭りと傘ぺもののかかわり合いを調査すべく，共同研究者4人で現地にお
もむき，祭りの実際について細かく見聞する機会を得たので，その調査結果について報告する。
?
　　　　　　　　写真1　轍　　　　　　　　　　　　　　　　写真2　境　　内
〔注1〕　石船神社は県社であるが，現在の建物は1906年（明治39年）に再建立され，岩船郡第一の社で漁
業の神様で俗に「岩船の明神様」と崇められている。岩船郡は元瀬波郡と称したが，後にこの神社に因んで
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郡の名も岩船の二字で呼ぶ圭う・になっ牟という。＋一祭神は饒連日命（にぎ嬬やひこのみこと）。岡象女命（み
ずはのあのみこと），たかお寮の命，－jくら歯かみの命4涯神で∫岡象女命以下ei：貴船明神の神々で明神様と
もよんでいる。饒速日命は物部氏の先祖であるといわれるが，天の石船で背波に上陸され，この地で民草に
衣食の道を授けた岩船町の開拓主であ多ゼ神律ρ背瑛に嬬広E；な社叢があり，椿の樹叢として有名で県の文
化財になっている。
Bレ’ｲ査芳『法　r
調査日昭和57年10月19目：1．，’．：ef：t：「t、：；二r・’1　　　・．　・
調査場所射上町岩ma・　．］石船徽大祭・・，；糧．距，瓶淵・一・．
聞き取り調査及び資料り提供藁岩船町i・元庄屋，伴田幸tr．郎氏1∴．，°ゴ9、＿　’
文献による調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆～
村上市歴史散歩，新潟県民百科事典ヂ・日本の祭心と形。　“
　　　　・　’　　　　　…∴『C一調査結果及び考察　　　　　’”
1・岩船大卿概海、　s．∵凱∫∵，．1＿’・　IJ　＿
陛前塒脚興轡9鐸蟹熊押輝墾陽弄鶴堺嫌白騨湘次いで社殿妨
下％棉即軟9飽髄咳趣1，轡卑飾灘し嫡弊郷幸が始章るのであるr一祭り
の本恥鞭鰹解噸塾驚嫡礁さや行駅あ転榊取廟る盤騨の心で行うも
　のであり，厳かな祭典であることが大切であるが2），その本来の姿を留めた厳粛で静かな巡行である
　ことを先づ感ヱた。、屋台を供奉するA達は正装で身を正し，竹の枝を手にしているが，この枝は神様
　をお守りするものであるという。写真3～6に祭礼風景を示したが，それぞれの屋台には男の子（長
　男がよいとのこ考）φみ10数人が華やかな着物をまとい，キリリとたすきをかけ笛を吹き太鼓を打
　ちならす。潅身¢塗引煮若衆も揃聾確）ぐジピ・自ズボン姿で意勢よく木遣唄を歌いつつねり歩く姿は神
　事としての祭り艶あるこ亡ρr聯をうか参わせた。この行列は一晩かけて町中を巡る間に各家の求め
　に応じて舟i歌くげに亭あ〔で元ぎ神伏の昔，歓津島根に宮始まりて）をうたい，翌未明3時頃（途中子
　供は下す）蓮塑盤塗琢肇着き灘厳な神事が行われた後，神社に戻り終了するという1）。
　　この行列を迎落顔湾導辱家1野ま家の一部を開け放して美しく飾り，写套7のように酒肴を用意して
行列を待ち受けるが，屋台も一軒一軒にとどまり，「おめでとうございます」の挨拶と共に独特の節
　まわしの舟歌を歌い，祝儀と酒肴の接待を受けるのである。外来者の私達にさえ，にこやかにもてな
　してくれるのには祭りが人と人とが一体となるコミユ苧ケーショ，ソの場であり，共同体意識を生み育
　てる絶好の場であるという祭りの本質2）をうかがい知ることができた。　　　　　　　・
2　伴缶家における聞き取り調査　　　　　　　．．、．　　　　　、　　　　　　　　，．．
　　伴田家喚勘は元庄屋であり，常時は開かずの扉であるかぶき門をこの日ばかりは開けて行列を迎え
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写真4　屋　　台 写E5　嘱　し　方
写真3　御　　輿
ド　．
写真6屋台の上部
　　　　　　写真7　或　る　町　家
お膳の料理フライ，大海，酢のもの，その他つまみ数種
写真8　伴　　田　　家
お目出たい時に飾る三つ重ねの大盃と角樽が祭り
の華やかさを彩る。大机の上には枝豆，つまみ数
種，酒，ジュースの接待を行う。
（注）　角樽は婚礼，棟上，祭りに贈る酒の容器と
　して使われたが，現在は容器というより祝儀用
　の飾りの意義が深い。
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るという。ご当主の説明では，この岩船祭りは学校・職場は休日となり，また遠く故郷を離れていた
人達も，また遠洋漁業に行っていた漁師も帰り，町ぐるみ祭りに参加するため，町中の人達のコミユ
ニヶ一シ、ンがもて礁一のチ’Bソスであるという．従・て誰でもどこの家へでも寄・て瀦の獅
にあずか泌という古・・しきt．・1）を持ち続けている．・の祭り砒べると正月や盆は知人調類瀦
のみの狭・、・・a・ケーシ。ソの場で南るので・岩船では祭りを年中行事帳腰視している由因で
あるとの。とである．就老糊女を問わず衣服を繭てL・る・とから・－maF・昔から祭りを鰍し
て「まつりぎもん」といって着物，履物を新調する習わしがあったことを思い出し，ここではそのし
きたりが持続されており，祭りに対する気の入れようの程が察せられた。
　　〔注2〕伴田家は元腿であり，昔｝工村上駐囎にもな・ていたという・当agN上郡5年の’1’Hをか
　　けて琳5年（・852年）に完成させたとL・うti6あ・て・3・年雄槻在でも家のたたずまいは昔の面影を
　　留め，貴重な建造物であることがうかがわれる。
また伴田家に磁多くの古嬬が保存されているカ・，昔の客齢立を記した願9・10の天保13年
（、842年）の御闇帳をはじめ，伊能忠敬h・H本全国の浴岸醗の際・岩舟臼に立寄・塒の「gene忠
敬御宿泊覚書」や「御巡見のお献立」などの貴重な資料が遺されている。
　写真9
（｛）伊能忠敬御泊覚書
㈲　御用留帳
㊨　御巡見御献立
　　　写真10古文書の内容
（イ）御巡見御献立の一部
（ロ〉御用留帳の一部
㊨　復元料理（左頁村上大名料理，右頁越後豪農闇り
古文書については更に調査をすすめたいと考えている。
3．　伴田家の祭り接待料理
　　ご当主の話で購代と共鵬様v・料理に変。ているとのことであるが・写真・・に示すよう備鵡
い伝統料理を示された．中でも昔から絶対欠かす・と細来ない料理は鮭の焼もの・大海・ひずなま
す，くるみどうふとの・とであり，さすがその鰍の味の深さは格別であ・た・また丁度鶏から届
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いたばかりという鯛，さざえ，ぶりなどの新鮮な味わいも心に残り，すぺて手作りで真心のこもった
料理であり，ここでも祭りを通しての人のふれ合いの暖かさを体験し，祭りの心である奉仕とコミユ
ニケーションの精神が生きていることを認識した次第である。
　料理中，大海の煮方4）に特徴があるのに興味があったが，のっぺい風の味わいのある料理である。
写真11伴田家接待料理
本　膳　焼もの…さけ，酢取生姜
　　　鉢　肴…さざえつぼ焼・帆立貝
　　　向付…ぶりの刺身＊
　　　ひず生酢…永頭，胡瓜，大根卸し
　　　大海…里いも，人参，すまきどうふ，
　　　　　　　竹輪，片栗粉
　　　吸　物…鯛，三つ葉，柚子
二の膳　口取り…蒲鉾，ハム，くじらの缶詰sぶ
　　　　　　　どう
　　　煮物…さけ，白滝，わらび，蒲鉾，たら
　　　　　　　の子
　　　坪……くるみどうふのあんかけ
　　　枝豆
その他＊赤飯，みそ汁，白菜漬
　＊印は写真外のものであるe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　ま　　と　　め
　岩船大祭の実際を見聞し，伝統をそのまま受け継いでいる祭礼としての祭りに始めて出合ったが，
祭りを心の支えとし，またコミユニケーシ・ンの大切な場として町ぐるみが団結している様子をみ
て，祭りと人とのかかわり合いの深さを識った。「祭りは我々が幸福な生活を営むために営まれて来
たが，これは祖先以来変らぬ鉄則である」2）という言葉が改めて思い出される。
　祭り料理は今風に変化しているというものの，大海，ひずなます，など村上の伝統料理を必らず
取り入れ，粟島との直行の港だけに地物の鯛はじめ磯魚が食繕を賑わすなどから，日常の食生活の豊
かさも推察できる。
　項を終るにあたり，この調査に終始ご協力を賜わりました伴田幸一郎氏に深謝致します。
）））））???　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献県民百科事典　野島出版
倉林正次：日本の祭り　第一出版（昭54年1月）
鈴木騨三：村上市歴史散歩，村上市役所（昭51年）
渋谷歌子，本間伸夫，佐藤恵美子，石原和夫：県立新潟女子短大紀要No．14（1983）
ホテルすずきが池発行，復元料理についてのパγフレット　　　　　　　　　（1983年1月171ヨ受理）
